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船舶の係留装置の限界   

 

 
 

ガードでは、アンカーの紛失に関して

寄せられる報告が増加しており、船級

協会によれば毎年100隻あたり１個と

いう高率でアンカーが紛失していると

いうことです。アンカーやチェーンの

紛失の原因は様々で、船員の技能不足

やメンテナンス不足もありますが、中

には、チェーンやアンカーの破損で部

品の品質に疑問が残るような事例もあ

ります。 

 

ガードに寄せられるクレームにおいては、年間200隻に1件がアンカーに関するク

レームです。そのほとんどが、当局が紛失物の除去を求める指定錨地でのアンカ

ーの紛失によるもので、「残骸物撤去」となるケースです。さらに深刻で高額の

費用が発生するのは、荒天時に船舶が走錨し、これが他の船舶との衝突、当該船

舶の座礁や難破、海底のケーブルやパイプラインの破損を引き起こすケースです

。 

 

錨泊設備強度と限界 

チェーンのグレード、長さやサイズ、アンカーの数や重量、チェーンストッパー

の強度、揚錨設備やブレーキの出力等、錨泊設備に関する規則が船級協会によっ

て定められています。個々の協会の規則か、国際船級協会連合（IACS）の統一規

則にこれらの規定がおかれています。ただ重要なことですが、これらは最低要件

であり、計算上の仮定に過ぎないことを認識しておかなければなりません。 

 

各船舶について船級協会は、船舶の排水量、幅員、夏季満載喫水線から最上層甲

板室構造頂部までの高さ、および夏季満載喫水線より上方の船体、船楼、甲板室

の側面投影面積を含む算式を用い、艤装数を計算しています。こうして、正面と

側面両方からの潮流と風より船にかかる力が考慮されています。この算式は、潮

流速度2.5m/s、風速25ｍ/sと、かなりの力がかかることを想定しているものですが

、チェーンの投入長と水深の比を6から10とも想定しています。しかしながら、深

い錨地にいる大型船に、そのような比率を達成できるほど十分なチェーンは、積

まれていないでしょう。 
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船舶がバラスト状態で錨泊している場合は、船舶の受ける風圧は計算上の風圧よ

りはるかに大きくなる可能性があり、船長はそのことも理解しておかなければな

りません。算式に入れた数値は夏季の満載喫水線からの計測値ですが、この場合

はもっと広い船の側面積が露出しているからです。バラスト状態の船舶は、操舵

と推進の性能が低下することがあるため、荒天時に移動しなければならなくない

状況に対しては脆弱であるといえます。 

 

船級協会は、錨泊設備の使用は、接岸や潮待ち等の際の港内または外洋から遮蔽

された水域における一時的な錨泊の場合に限られることを明記しています。当該

設備が、荒天時の外洋に面した海岸における係船、または船舶の漂流を止めるた

めに使用することを意図したものではないことを、特に強調しています。船級協

会の規則に従って設計された錨泊設備は、良好な把駐力を期待できる海底での係

船のみを想定したものであり、悪質な海底状態においては、係船力は顕著に減少

します。 

 

対策 

船舶を悪天候の水域で錨泊させている場合には、いつ移動すべきかについて方針

を立てておくことが必要です。気象予報で荒天が報じられているにも関わらず、

船長が錨泊地から移動してはならないという商業的な圧力を受けて「朝まで様子

を見よう」としたために惨事が発生した事例があります。とどまるか移動するか

を判断する際に、船長は錨泊設備の限界についても気をつけるべきです。この設

備の限界に十分な知識を持たない船長もいるかもしれませんが、それらについて

は錨泊設備の寸法、重量、強度の計算に関する船級協会の規則に記載されていま

す。 

 

上記の限界を認識していながら、船長が船舶の錨泊設備を過信し悪天候の中で走

錨するケースが見受けられます。昨今の気象予報は非常に信頼度が高いため、悪

天候の予報が出ている場合には、船長は早めに錨を揚げて海に乗り出す選択をす

べきです。 

 

錨泊設備についての規則の全文は、国際船級協会連合www.iacs.org.ukのウェブサ

イトを検索、またはwww.iacs.org.uk/vdunifiedrequirements/ur_a_pdf148.pdfに直接ア

クセスして閲覧できる、｢係留、投錨、曳航に関する要件｣という文書中に記載さ

れています。 

http://www.iacs.org.uk/vdunifiedrequirements/ur_a_pdf148.pdf

